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特 に所謂 Zephyrus屬 を顧慮 して の

日本帝國産 Thecginae亜 科の 分頬 に對
『
すろ寄稿 （D

柴 谷 篤 弘 ・ 伊 藤 修 四 郎 著
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　本稿 ゴ：柴 浮篤弧・ll｝，蔭修四祁Z）2氏 Ji；一　／kz）獨文 ア）1侖吏，
BE 工TRAG 　ZUR 　SY

’
STEMAT 正K

DER 　TIIEL 工NAE 　IM 　KATSERERREICH 　JAPAN 　UNTER 　BESONDERER

BERUCKSICHTIGUNG 　．DER 　SOGENANNTAN 　 GATTUNG 　 ZEPHYR ．US

（TENTHRED （
一
｝ ；Vol．　HI ，　No．・1　 M 訂 ch ，1942） の 譯 文で あ る．

　著 者 ノ）一二入 は私9）隊校京者匡一中D 先輩 で あ り， 若 い 蝶 類學徒で あ る ．柴谷氏は一中 。 三

高 を經 て 京ノ（理 摯乙楓 動 吻學敦室 ．こ在學 レ馬 そ／）鱗翅 目の 外部 生殖器に 依る分類 ま最近 か

ZtCPHYRUS ．開眄昆 虫學會禽報 ／c 於 て 示 された如 く， 偉 大な る もの で
， 私 は そ の 分類 に

は 無條陸に 服從して ゐ る 次第 で あ る ．併 し近 頃 隣翅 目 Z） 肝究 も止 め られ，今後專 ら
一般動

物 翆， 生 命Z）閥．画 こ 對 して 進 まれ る と か ， 生物 公灘陸 Z）學徒と して 7） 氏 り戍功 を斫る次第

で ある ・伊 籘氏は一・中 ， 京 絎1高蠶を經て ， 九 州帝大 農鏨部 ， 昆 虫學殺室に存學中， 中學校

時代 か らの 柴谷氏 の 親交 で
， ウ ラ ナ ミ ジ ヤ ノ メ の 分頚 等 を研 究 され て ゐ る

， 蠅 を、專攻 して

」鴻 られ る とか ，

　氣が 合つ た 御二 入の 論 文は 獨 文 で 誕 頁 e 亘 り， 主 と して 交尾 器 か ら Theclinae の 分頽

に對す る 意見を の べ をもの で ，
Theclinae の 分 類に 新 世 紀を開 い た もの で あ り， 近 頃

Theelinac を論 する 人 は皆本 君の 分顯 に 基 い て ゐ る ．實 に Theelinae分類Z）基本を示 す も

の で あ り， 今 後 この 方面 を研 究する 人 の よき入門書 とな る で あら う．

　本 書ぽ獨文 6 書が れて あ る だ け 1こ解 i勉句で あ り， 依 て我 々 に は よ き入門書とな る もの で

あ る，私は獨 逸 吾の 受業 1 ケ 年Z）淺 肇をか へ り見す敢 へ て 本譯文を諸賢に 逶る ．

　　　　　　　　　　 1．日 本 帚 國 産 Theclinae の 一 般 考 察

　薦北垣 DP 。ly。mmatitlae 亜科 7）分類は 近 軍多くの 研 究家の 詳細な研 究 を経 て
， 先 へ 先

へ と改良され ， 今日す で に相當Z）信頓を以 て
， 將來更 に そ の 分類 と命名 に 驚 くべ き變 化が

行 は江ない と思 楼 る．併 し， 矛盾した暖 弋な亜 斗 Theelinae の 組織 に つ い て は未 だ知 ら

れ て ゐ な い ，此 D 事實は 人が 睿易 に 認 め る 事が 出來 る や うに ，
Polyommatlnae は舊 北系 の

鱗翅 目に つ い て の すべ て の 偉大 なる分願舉的研 究を有 する ヨ ー ロ ツ パ に ， 非常 1こ 多 くの 代
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表種 をイiした に 反 し 奮北系 の
’
rkev1

’
nae の 主領域 は ヨ ・・− P ツ パ で な くして 束亜 に あ る に

基 く．何は さ て お き日本 は その 分布地 を， 東亞 と自．度 の 他 の h つ か ゐ例外 の み に 限 られ た ，

小友蝶の この 群， 所謂 Zephyrus 壤5に 富ん で ゐ る．

　所謂 Zephyms 屬の 多 くの 種は 中部 日本で しば しは 發見 さ れ る ．創 し他の 瘍所で は ほ ん

の わ つ か で ，
こ の 屬の 種 の 多數は 稀秤 で あ る．しか も大V ・に 入 々 1ま總 て の 蝶の 申で そ の 華

美 な形態 を もて は やす事が出來 る．自然 ， 日本 の 凱蝶 の 蒐集家 ほ全 く， 特 に こ の 属 を愛 し

て ゐ る ，殘念乍ら こ の 衛の 総て の 種 を我 々 の 蒐集に於 て
， 研 銑

’
に 採 用 す る事が 出來なか つ

た ．故 に 我 々 は 目前 の 研究 に 於 て 唯
一

つ の 種類を斟配 せ ぬ や 引 こ しな ければ な らなか つ た

の で あ る ．

　 「1本 の 小荻蝶の 訊 査 の 初頭 に於て こ の 風に 2 っ の 屬名 ： Theda 　 FABRIUS （］εoy−） と

Dipsas　WEsTwOOD （1852）が使∫IJに 供さ れた ．　 TheJa 屬は 以前 ， 舊 L｝
・
cacm 近似 の

一

大 属で ある．驪名 Dipsas は すで に L ハ uRE 蔦 TI（IT6f，），
　 LEECII　 G 罎 4） とRA ｝INE6 （匹

『
E

（182  に依 り先 取 さ2ち hemo ；　ym として 命名 よ り除去せ らる べ きで あ る．一方 Theela

F ・、LRIUS は先に長 く日 本 の w −album 鳳 び ilひ られた．共後 Eipsas　 WESTWGOD の 代

りに Papilio　Lctulae　L ユNNE を タ ィ ブ と す る 屬名 Zephyn 】s　DAI ．MAN （ユ816）ガ 今 日 の

ZFph ｝rus 屬 の 粋を碓立 した 1．EECtll 　 tこ依 IJ取 入れ られた．　 Oi・Ul 時 LEECH は其」 

Zephyrus 屬の 穂 」恐 ら く數個の 新し ）・ 屬に清算 さ る べ きだ と拓示 した． か S る清算．1・隻實

は TUTT か ら部分的に 試み られ疫 ， 併 し其後 SEITZ は LEECI1 の 分類 に 全 く從 つ た．

そ して Zephyr ： s 屬 は 全 蝶類學者 に とつ て 一つ の 定 まっ た影像 とな つ た．や うや く ユ933

年 HEMMING は永 く不 明 で 殘 され て ゐた Thecla属 の タ イ ブ が 全 く Zephyrus 腸の それ，

即 ち Papiiio　tetulae　LINNE に 他な らぬ 事 を指摘 し ， 依 て Zcphyms 屬は 全 く Thec・／a 屬

の syrlcnym で あ る 事を示 し友 ．βiし HE “；IIJtsG ¢ 扎示 は 訣 して 屬 の 本 質に 基 い て ゐ な

い
， 依て 吾 人は こ の 事情の 下 に ，

Theclinfieの 要求 に鳳す る グ 7L　 ・一プ に蜀す る 正 しV・名前

と して の Thecla を承認せ ぬ ば な らぬ ．

　併 し我 々 の 意 見 で は ， 縦來 の Zephyrus 厩 は自然的で な くて 人爾的で ， 大抵 告慣的な印

象で そ の 中に 最 も不等質の 秋 が 黷然 と爨理 された， 經季舌した グ ル ープ で あっ た．依 て 我 々

は 主 として こ の グル ープ の E　1，］iFj　z の 分類の 交尾器研究 の 基 礎 をすで に 準備された もの と

して 岡守 しない で ， こ 具 て 殘 うの 多 くの Thecl；11ae の 種 と 共 に 從凍 の Zephyrlls厩の 種

の 新に 言己載せ る系列 を， 我 々 の 研究結果に拌 つ て 齎 らす次第で あ る．

　それが 我 々 の こ の グ ル ープ の 紲綴的研 究 を爲す爲 の 直掻原因 で あつ た の だが ， 最近 丁．

ESAKI 博士
（1）が ほ と ん ど全部 の 日本 産 Zcphyrus屬の 手重をす ぐれた 鬪版 を以 て 固解され

特 に 研 究典的 7 命名規約的 1こ 入込んだ研究 をされた こ とは ，　日本漆 Thcclinae の 勧究に
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とつ て重要な意朱が あ る． 我 e の 研 究 Z）全過 腥に於 て T ．SIROZU：：
’
）
氏 は非常 な 友

．1青を以

て 常 に 援助された ， 我 々 は こ L に最高 の 謝意を表 す．研 究咨料 ・文 献其他D 助成 を其上次

の 諸氏 に負つ て ゐ る．

　Y．ARMq 氏
（s）

f　教授 T ．1・］IAKI 博士 ，　 H 。　 KADOTA 氏（4）
，　 T ．　 KIMURA 　LE〔

」’）
，

　Y ．KISIIID．、 氏（f｝）
s　N ．　KOlZuMI 氏

σ〉
，
　 Y

『
．　 KURIII ，NR ．N 陣士   ）

，
　 T ．　 MINoURA 教

　授
9 ）

，
S．　MUR へYA 玉I　t 氏

：io
，
　 Y ．　NARITOMI 氏

’
111

，
　 K ．　OK ．！ 氏 （1・’丿

，
　 K ．　OGURA 氏

（1：1）
，

　D ．M ．　SEつK 氏 （玉4
  J．　 SoNtN 氏

’1−
J
　 L 　SuGIT 、LNI 蕁変爰

厂1「i

，
　 H ．　T 　u 〈AgH ［1・1　t 氏

』
1；｝

，

　K ．TAKBUG 【工【氏 Cls）
，

），Ll．　 TOIくUNAGA 博 士 （11）
，
　 N ．　Tos ，LW ，x 氏

／
’
1q）

1
　 K ．　Y 韜 ｛JMATU

　氏
Cft1）．術我 々 ぱ S．　TAK ，VIASI 氏 つ瀬 微涜肝 究 と， 筆者 Z）．一・入 S．　 ITO が 厩す る 京都

　蠶糸學 陵の 生物學會D 實驗 宅を提 供さ れた 大 な る 便宜に 對 しち 感謝 して 言 及す る ．

　 尚先づ 2 つ 7）注意がある．

　繰 選 し混 「け る 醐 生交尾号琴官 D 術 吾の 爲．こ我 々 は 次 に
’
［
’
keclinae交 尾器 Z）漠式 涌を提

示 す る ．多 くDTheclinae の 極 つ 交 尾欝 薩造は非 常に 佃異し て ゐ る ． そ の 事 に つ い て は

後に邇 べ ね ば な らな い ．

　總て D 交 尾器 ぱ冷 い か ， 叉 は煮 た加 里齒夜中で や は ら う》 くされ， 圃は製 圖用具 Z）助け を

借 りて 仕上 げ ら江 る ．研 究z）陵術 に つ い て は我 々 ぱ こ N に 特別違 べ る べ き もの が な い ．

　昆 虫 に關 す る すべ て の 分類劉 勺研究 に 於 て
， 勿論人 は最近特 、cFORSTER （P36 ）か ら 張

調 された次 D 命題 を度外覗 する 事 を許 され

な い ， ’ノ

全 く唯一D 特微 を精査す る とい ふ

事は 常 に 誤 りで あ り， 唯全 特 徴を欝酌する

事 ， 依 て 一
動物D 全禮的印象か ら絡極白勺日

標 に 導 く事が 出來 る．そ こ で
一一特 徴D 分類

學的贋値は 場 合場合 に依 り， 非常に 異 る專

が 出來る．
’！

厩 ヱ

  　江 1「蒔悌三 1專士 ： 一 “
日本産 Zj，）hytns 綜 論

，T
（IINS ）Z ⊃phアrus

，　VDI 　v 〜 Vli （L9　t4　・．33 ）を 揖

　 　 　 し て ゐ る，

  白水 隆   荒木康守氏 ，   門 田 元 氏，  木 村 氏，  岸田 雄 二 氏，  小 泉 直一氏，

  栗 原善夫 博士
，   箕 甫忠愛教授 ，   村 山修一氏 ，   成 冨 安 信氏 ，   岡慶太 郎 氏 ，

  小 椋 康生 民   石 宙 明 氏 ，   楚南 仁 博氏 ，   杉 谷 岩 彦教授 ，   高島 春 喚氏 ，

  竹内吉藏氏，   徳 永 雅 明敏授 ，   戸 澤 僑義 氏 ，   安 松 京 三 氏 ，
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　 Abb ．1，　 Theclinae雄 性 交J琶器 附 屬物，摸式 圖
tA

：1 ，Aedocag ロ・，　 e ： Saccus
，
　 e　t　Veg・　ica，9 ： UnCttsl）al・ei ］，

nlAne 】1us，　s ： Socii，　t ： Tegutn（n，　 u ： UIIcus
，　v ： Valven・

　交 尾器は た と ひ それが 常 に は 種 の 區別 tc川 ひ られな く と も 少數 の 観に 於 け る種 の 総 て

の 整理 に於て疑 ひ もな く決定 的な價値が ある．併 し勿論多 くの 耕に於 て
， 屬の 主要樗彳撫あ

屡 々 他 に あ る と い ふ事は決 して忘れ らる べ きもの で ゐ い ，脅 督的に は つ き りと別離 され る

種で ある が， そ の 交尾器が非常に似， 或は ほ とん ど同 じで あ る 様な種が あ る ． この 蜴合，

属の 判微 と して Valven ¢ 小 さ な詳異を廟慮せ 市 は な らぬ ． そ うすれは 交 尾器 ¢ 総 て の

糧 練 依 り．最 も明 らか に分類 され る ．僅か な不 定 ¢ 特鶴 ｛歹〔へ ば S・・eUs 叉 は Ane ］lus

は か くの 如き群 の 近接 し疫 屬で は 非常に 統一酌で あ る．そ し て 前者は分歎學 の よ り直次 の

部業1
．
〔て 區別す る． 依 て

，
Valven は 屬に對 し Ancllusや 他 の 諮特 徴は 亜お等に對 して 重

要 な區別標徴 と して fi1ひ られる ．叉 それに 反 し， 外 見 の ヲ｝常なる祁似 に も不搗 そ の 交尾

器勧辻 中 に特別 の 大な る 不定 さを示す い くらか の 種が あ る ．慨等の 屬に 於て は ， か くて 交

尾器 紲織 は 少數 の 種 の 區別 に對 して 常 に一・重 要な役割 を演する ．併 し， 屬の 性質 と して は

それは 開與せ ら る べ きで ない ・共上 Va ［ven の 變化 は折 々 近投種の 闇に ほ と ん ど近似關係

が 認 め られな い程羅著 な事が あ る． ところで Saccus等は明 らかに 相似的に 變化 し得る ，

依 て 人は 髱慣的印象の 著 る しV囎 似怛 に も不拘 ， 明 らかに難理 された種の 群 の ， こ の 標徴

に 向つ て 分たれた騎と して考察す る とい ふ 強制を犯す ，か くて 人 は こ の 場合 Valven の組

織 は 種 の 區別 の み に用 ひ ら る べ きだ．そ して 屬の 性質 として ， 概 して わ つ か に 變化 し得 る

特徴 を 君覗 せ ざ る を得 な い ． 赦 に分類 に 於 て
， 唯交尾器 の

一部分， 例 へ ば Uncus
，　
Un −

cushaken ，
　Valven，　Aedoe7gus を調査 し ， 殘 りの 部分艮1・ち Anellus，　 Saccus

，　Sccliを顧慮

しt：い aJは， 交尾器叉 は外 見の 唯一つ に依て 分類 を状定す る の が 諛・りで あ る と同様， 憂 く

誤 りで あ る ．依て 交尾 器の一部分の 分艱學的價値は全 く不確實 な もの で ある ．

　 それ に 對 し岱た しか に …欠の 問が 發せ られ る ：
一 今若干 の場合， 屬の 特性 として 如何

な る 標徴が 認 め られ る べ きか ？ 一 厘 々 強調 した 如 く， 柞似 の 種 の 交尾器相互 は 近接せ

ねば な らない 事は明 らか で ある．併 し習慣的に 近 似な 種1は 迅 霊最 も近 い 親類 で あ る ．とい

ふ 事 も又正 しい ．若 し交尾 器に於 て 紲立 て られた紐 織が習憤的 印象か ら非常に 區測されれ

ば ， そ れ は誤 りだ と せ ね ば ならぬ ．か くして 分類學 に 對す る辮剖 學酌特徴は ， 常 に 或程度

外見 と
一致す る結果 を保つ や うな方法に於て 暹ばね ば な らぬ ．若 し人が 上蓮 の事 を履濾 し

　（1） 本論交 の 交 尾器 各部 の 精
・
し い 事 は ，柴谷 氏 の

‘‘

鱗 翅 目の だ
「
性 交 尾器 に つ い て

”
昆蟲界，

No ．ユ03 （工942） を參 照 され る と よ い ．
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19獅 〕 日 本 鱗 翅 目 學 會 會 報 2ら

な い な らば ， 人 は唯混 亂 の み を得 る で あ ら う．こ の塞礎に 基 い て 人 は 交尾器 を
一

っ の 特徴

物 と し て 見 る事輝 徠 る ， そ して そ轍 次 の 畑 ｛
・に於 て 澱 的で ある ・・

一 欄 緻 曙

に 於け る 若干 の 種 の 試み の 整理 が ， 外 見の 立場 か ら して 如何な る 程度 に 承認さ れ る か ？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つ づ ⇔

Oeneis の 畸 型 2 種

1） Oeneis　daisetsuzana　 9

　先 日， 東京某氏か ら私に 御 逡 り下 さつ た もの で
， 大體 4 犂共 至般 に 互つ て 翅脹 が ちぢれ

て ゐ る ．開張 は 正 常型 と變 りな く， 色膨 も大差な い ．併 し左觸角は正 常 な右觸角 の 牟分 よ

り更に 短 く， は る か 黒色 を帶び太 い ． 26ハ
「三i，194］， 大 雪山産．

2）　Oeneis　jutta　 asamana 　 9

左前 翅端 の ちぢれた もの ．一吉吩 の 翅は フ辷測 胤 翅脈の みが殘つ て ゐ る ・尻部が闕 員

して ゐ る の で 精 しい 事は判 らな い ．25／vil
，

1944，　 H 本 ア ル プ ス 常念岳産．

筆者探集， 並 に保存．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岡田慶夫）
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